
鮒五辛とは、大乗仏教の戒律において摂取を禁じられた植物、

棚それも野菜である。大乗菩薩戒の経典「梵網経』に記されたも

洲のが最も広く知られるが、日本では『養老令』の僧尼令に「凡

靴僧尼。飲酒。食宍五辛者。舟日苦使。」と定められている。そ

倣の意味では、宗派を超えて禁じられた植物といえよう。

古
仏
教
経
典
は
そ
の
本
質
と
し
て
、
一
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
言
説
で
は
な

集
く
、
仏
の
教
え
が
届
く
す
べ
て
の
国
を
対
象
と
す
る
。
殺
生
や
盗
み
を
禁

特

じ
る
よ
う
な
諸
戒
も
、
国
や
言
語
の
違
い
を
超
え
て
共
有
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
五
辛
は
、
日
々
の
食
事
で
摂
取
さ
れ
る
野
菜
で
あ
る
た
め

抽
象
化
で
き
ず
、
各
地
域
に
お
い
て
具
体
的
な
種
と
の
同
定
が
必
要
と
な

（１）

る
。
そ
の
意
味
で
、
他
戒
と
は
異
質
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
五
辛
が
指
す
対
象
は
、
新
エ
ン
グ
ラ
ー
体
系
で
い
え
ば
主
に
ユ
リ

科
ア
リ
ウ
ム
属
の
い
く
つ
か
の
種
、
お
よ
び
そ
の
栽
培
品
種
と
な
る
。
た

だ
し
そ
れ
は
、
千
年
以
上
前
の
東
洋
に
お
け
る
植
物
分
類
法
と
は
根
本
的

に
異
な
っ
て
お
り
、
経
典
が
規
定
す
る
五
辛
と
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

ｌ
特
集
・
古
代
文
学
に
お
け
る
地
域
性
ｌ
音
と
文
字
か
ら
考
え
る
Ｉ

日
本
国
の
五
辛

は
じ
め
に ｌ

善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
と
そ
の
周
辺
Ｉ

そ
も
そ
も
植
物
の
栽
培
は
、
気
候
、
地
質
、
地
形
な
ど
の
条
件
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。
日
本
列
島
や
朝
鮮
半
島
、
中
国
な
ど
の
す
べ
て
の
地
域

（２）

で
、
同
一
の
五
種
の
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
そ
こ

で
中
国
の
「
梵
網
経
』
注
釈
、
あ
る
い
は
本
草
書
に
は
、
し
ば
し
ば
「
北

地
」
「
江
南
」
な
ど
、
中
原
と
は
異
な
る
地
域
に
関
す
る
記
載
が
み
え
る
。
｜

そ
れ
は
諸
書
の
書
き
手
に
、
地
域
差
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
意
識
躯

が
あ
っ
た
証
左
と
い
え
る
が
、
実
際
に
は
申
し
訳
程
度
の
伝
聞
記
事
が
付
一

加
さ
れ
た
だ
け
で
、
お
よ
そ
解
決
に
は
程
遠
い
内
容
で
あ
る
。
日
本
列
島

に
至
っ
て
は
、
そ
う
し
た
「
地
域
」
の
範
鴫
に
す
ら
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
日
本
に
お
け
る
初
期
「
梵
網
経
』
注
釈
で
あ
る
、
善
珠
『
梵

網
経
略
抄
』
を
中
心
に
、
日
本
国
の
五
辛
同
定
の
営
み
を
考
え
た
い
。
そ

れ
は
植
物
標
本
の
収
集
や
遺
伝
子
鑑
定
と
い
う
手
法
で
は
な
く
、
経
典
の

書
写
や
注
釈
と
い
う
実
践
に
よ
っ
て
五
辛
を
発
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
善
珠
ら
は
、
中
国
や
新
羅
と
同
様
に
、
持
戒
可
能
な
国
、

つ
ま
り
仏
の
教
え
が
届
く
国
と
し
て
の
日
本
国
を
も
発
見
し
て
い
る
。

『
梵
網
経
』
書
写
と
い
う
創
造

善
珠
『
梵
網
経
略
抄
』
（
以
下
『
略
抄
乞
は
、
八
世
紀
末
に
亡
く
な
っ

渡
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

完
■■■■■■■■
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（３）

た
と
さ
れ
る
法
相
宗
の
僧
善
珠
に
よ
る
注
釈
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
新
羅
の
太
賢
（
八
世
紀
半
ば
頃
に
死
去
か
）
に
よ
る
『
梵
網
経
古
迩

記
」
（
以
下
『
古
迩
記
』
）
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
お
り
、
菩
薩
戒
を
記
す

下
巻
に
つ
い
て
は
義
寂
『
菩
薩
戒
本
疏
』
（
以
下
義
寂
疏
）
、
法
銑
『
梵
網

（４）

経
疏
』
（
以
下
法
銑
疏
）
と
の
同
文
も
目
立
つ
。

そ
れ
ら
の
引
用
元
を
示
す
こ
と
は
少
な
く
、
現
代
の
感
覚
で
い
え
ば
大

半
が
盗
用
と
判
断
さ
れ
る
体
裁
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
希
薄
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
近
年
で
は
否
定
的
な
評
価
が
目
立
つ
。
し

か
し
善
珠
は
先
行
注
釈
を
機
械
的
に
写
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
取
捨
選
択

の
跡
は
確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
文
字
列
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
有
無

に
よ
っ
て
、
菩
薩
戒
と
い
う
宗
教
実
践
の
テ
キ
ス
ト
を
評
価
す
る
こ
と
が
、

果
た
し
て
妥
当
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。

『
略
抄
」
の
注
釈
元
と
な
っ
た
『
梵
網
経
』
は
、
大
蔵
経
の
よ
う
な
版

本
形
態
と
は
別
に
、
敦
埠
な
ど
か
ら
多
数
の
古
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
そ
れ
ら
の
多
く
が
公
刊
さ
れ
、
容
易
に
披
見
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

（５）

夏
安
居
な
ど
の
実
践
作
法
と
一
体
化
し
た
写
本
も
多
く
、
経
典
の
書
写
が

菩
薩
戒
の
実
践
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し

か
も
実
際
に
校
合
し
て
み
る
と
、
同
一
の
本
は
お
ろ
か
、
系
統
分
類
す
ら

（６）

困
難
な
ほ
ど
に
無
数
の
異
同
が
あ
る
。
先
行
テ
キ
ス
ト
を
写
す
と
い
う
行

為
自
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
菩
薩
戒
の
現
場
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
「
略
抄
」
の
五
辛
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
箇
所
の
『
梵
網

経
』
諸
本
の
問
題
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

経
も
し
仏
子
、
五
辛
を
食
む
こ
と
得
ざ
れ
。
大
蒜
。
革
葱
。
韮
葱
。
蘭

葱
。
興
渠
。
是
の
五
種
、
一
切
食
中
に
食
む
こ
と
得
ざ
れ
。
も
し
故
に
食

大
蒜
革
葱
慈
葱
蘭
葱
興
藁

大 大 大
蒜 蒜 蒜
革 客 草
葱 葱
韮 韮 非
葱 葱

薙 蘭 蘭
葱 葱

興 興 興
渠 渠 渠

大 大 大 大 大
ゴ セ 華 ゴ 差 ゴ セ ざ と
祠 く 祠 く 祠 了 赫 祠 §

革 革 革 客 蓉
葱 葱 葱 葱 葱
韮 薙 葱 慈 慈
葱 葱 葱
蘭 蘭 蘭 蘭 蘭
葱 葱 葱 葱 葱
圏題１函１壁１函１／ 、 〃 、 〃 、 〃 、 ／ 、

渠 渠 渠 葉 渠

大
蒜
革
葱
慈
葱
蘭
葱
興
渠

こ
こ
で
は
「
若
故
食
」
の
「
若
」
の
有
無
な
ど
、
他
戒
と
関
連
す
る
異

同
も
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
五
辛
の
固
有
名
の
み
に
注
目
す
る
。
「
令

集
解
』
に
引
用
さ
れ
る
『
梵
網
経
」
も
含
め
て
、
主
な
写
本
、
版
本
、
注

釈
類
に
は
次
の
よ
う
に
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

め
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
と
は
。

經
若
佛
子
不
得
食
五
辛
。
大
蒜
。
革
葱
。
韮
葱
。
蘭
葱
。
興
渠
。

是
五
種
一
切
食
中
不
得
食
。
若
故
食
者
。
犯
輕
垢
罪
者
。

（
『
略
抄
』
日
本
大
蔵
経
本
に
よ
る
）

大
正
蔵
資
福
蔵
磧
砂
蔵
普
寧
蔵

永
楽
南
蔵
永
楽
北
蔵
径
山
蔵

高
麗
蔵
再
雛
本
東
博
旧
法
隆
寺
本

北
京
国
家
図
書
館
蔵
敦
埠
写
本
（
六
種
）

房
山
石
経
（
階
唐
期
）
法
苑
珠
林

法
蔵
疏
（
注
釈
部
）

房
山
石
経
（
遼
金
期
・
同
別
刻
）
金
蔵

乾
隆
蔵
、
智
顎
疏
（
注
釈
部
）

中
村
不
折
旧
蔵
本

明
曠
疏
（
注
釈
部
）

略
抄
日
蔵
本
義
寂
疏
勝
荘
疏

芝
苑
遣
編
古
迩
記
（
北
京
刻
経
処
刊
本
）

略
抄
大
谷
大
学
本

国
会
図
書
館
蔵
巻
子
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

-２３-
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大
蒜
と
蘭
葱
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
興
渠
に
つ
い
て
も
通
用
字
、
異
体
字
の

範
囲
に
留
ま
る
。
対
象
が
何
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
名
称
に
関
し
て
は
揺

れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
他
の
二
種
は
、
か
な
り
大
き
な
違

い
が
生
じ
て
い
る
。

革
葱
に
つ
い
て
は
、
革
葱
、
茗
葱
、
角
葱
、
草
葱
の
四
種
が
確
認
で
き

る
（
「
略
抄
」
大
谷
大
学
本
の
「
草
」
は
、
書
写
の
際
に
「
葱
」
が
脱
落

し
た
と
思
わ
れ
る
）
。
う
ち
三
種
は
同
音
に
よ
る
表
記
混
在
と
み
ら
れ
、

法
蔵
「
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
」
に
は
、
「
革
」
で
は
な
く
「
客
」
が
本
来

の
用
字
と
注
釈
が
あ
る
。
こ
の
説
は
太
賢
が
引
用
、
「
略
抄
』
に
も
採
ら

れ
て
い
る
（
後
述
）
。

問
題
は
「
草
」
で
、
こ
れ
は
全
く
漢
字
音
が
異
な
る
。
「
革
」
と
の
字

（７）

形
相
似
に
よ
る
誤
写
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
が
、
日
本
で
書
写
さ
れ
た
『
略

抄
』
大
谷
大
学
本
、
そ
し
て
「
令
集
解
」
の
大
半
が
「
草
葱
」
と
あ
り
、

一
写
本
の
誤
字
と
は
言
い
が
た
い
。
他
に
大
正
蔵
で
は
凝
然
「
梵
網
戒
本

大 大 大 大 大 大 大
或 セ ゴ セ 剴 七 ゴ 誉 睾 ゴ セ ゴ セ
コ ホ ” て 可 添 可 亦 〃 不 可 不 可 氷

角 草 草 草 草 草 草
葱 葱 葱 葱 葱 葱 葱
慈 慈 慈 悲 韮 悲 悲
葱 葱 葱 葱 葱 葱 葱
蘭 蘭 蘭 蘭 藺 蘭 蘭
葱 葱 葱 葱 葱 葱 葱
興 興 萸 興 興 興 興
渠 渠 薬 液 萢 箔 造

※
対
校
諸
本
は
補
注
参
照
。
な
お
「
蒜
」
と
「
蒜
」
「
蒜
」
、
「
葱
」
と

「
蓋
」
は
異
体
字
と
し
て
処
理
し
た
。 令

集
解
（
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
広
橋
本
）

令
集
解
（
国
会
図
書
館
蔵
本
）

令
集
解
（
国
会
図
書
館
蔵
本
傍
害
）

令
集
解
（
膳
司
家
本
）

令
集
解
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
）

令
集
解
（
石
川
介
版
本
）

令
義
解
（
参
考
。
慈
葱
角
葱
の
順
）

疏
日
珠
紗
』
に
二
箇
所
あ
り
、
日
本
の
慧
岳
法
師
の
『
梵
網
経
』
注
釈
の

引
用
部
に
「
草
葱
」
、
法
銑
『
梵
網
経
疏
』
引
用
部
に
「
草
念
」
と
み
え

る
。
法
銑
は
法
蔵
の
弟
子
と
さ
れ
る
中
国
僧
で
あ
り
、
「
草
」
も
中
国
由（８）

来
の
可
能
性
が
残
る
が
、
『
日
珠
紗
』
の
法
銑
疏
は
極
め
て
誤
脱
が
多
く
、

日
本
で
書
写
さ
れ
る
中
で
生
じ
た
表
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
平
安
時
代
の
資
料
と
さ
れ
る
「
本
草
和
名
』
に
も
、
「
莚
」
の
一

（９）

名
と
し
て
「
草
葱
」
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
名
前
は
中
国
の
本
草
書
に

な
く
、
ま
た
日
本
の
古
辞
書
類
に
も
管
見
の
限
り
で
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

「
草
葱
」
と
い
う
表
記
が
、
日
本
で
は
一
定
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
漢
字
音
で
は
な
く
字
形
相
似
か
ら

新
た
な
固
有
名
が
生
じ
、
（
実
在
す
る
か
は
と
も
か
く
）
事
実
上
の
「
新
種
」

を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

揺
れ
の
大
き
い
も
う
一
つ
の
種
で
あ
る
韮
葱
は
、
中
国
写
本
な
ど
で
は

基
本
的
に
「
慈
葱
」
だ
が
、
新
羅
僧
の
義
寂
や
勝
荘
の
注
釈
、
中
国
宋
代

の
「
芝
苑
遺
編
」
な
ど
、
大
正
蔵
や
続
蔵
に
数
例
「
韮
葱
」
が
み
え
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
は
日
本
の
版
本
に
よ
る
と
み
ら
れ
、
ま
た
注
釈
テ
キ
ス
ト

に
附
記
さ
れ
る
経
本
文
は
後
補
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、
判
断
が
難
し
い

（旧）

（
「
古
迩
記
』
は
後
補
、
「
略
抄
』
も
恐
ら
く
は
後
補
）
。

注
目
さ
れ
る
の
は
『
古
迩
記
』
の
北
京
刻
経
処
刊
本
が
、
注
釈
部
も
含

（Ⅷ）

め
「
韮
葱
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
大
正
蔵
本
『
古
迩
記
』
は
経
本
文
が
省

略
さ
れ
る
が
、
や
は
り
注
釈
部
に
「
韮
葱
」
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
注
釈

部
分
は
、
法
蔵
疏
が
「
慈
葱
」
に
つ
い
て
述
べ
た
内
容
の
引
用
で
あ
り
、

（砲）

意
図
的
に
字
を
変
え
た
可
能
性
が
残
る
。

そ
も
そ
も
中
国
の
本
草
害
や
医
術
書
に
お
い
て
、
「
慈
葱
」
は
『
梵
網
経
』

由
来
と
思
わ
れ
る
少
数
の
例
し
か
記
述
が
な
い
。
一
方
で
「
韮
葱
」
と
い

-２４-
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う
固
有
名
も
見
い
だ
せ
な
い
が
、
智
顎
『
菩
薩
戒
義
疏
』
な
ど
に
は
、
五

辛
の
旧
説
と
し
て
「
蒜
・
葱
・
興
渠
・
韮
・
莚
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
韮
」

や
「
莚
」
が
加
わ
る
余
地
は
十
分
に
あ
っ
た
。
本
草
書
な
ど
に
は
「
韮
葱

蒜
：
．
」
と
羅
列
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
意
味
で
も
不
自
然
な
文
字
列

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。（
旧

）

（

脚

）

日
本
の
「
新
撰
字
鏡
」
「
倭
名
類
聚
抄
」
「
本
草
和
名
』
な
ど
に
も
「
韮

（
韮
）
」
は
あ
る
も
の
の
「
慈
」
は
一
切
な
い
。
「
韮
葱
」
が
本
来
の
用
字

と
ま
で
は
言
い
が
た
い
が
、
そ
れ
な
り
の
支
持
を
得
た
異
説
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

な
お
日
本
の
一
部
の
写
本
に
あ
る
「
非
」
「
悲
」
は
、
「
草
葱
」
と
同
様
に
、

基
本
的
に
は
「
韮
」
の
字
形
相
似
に
よ
る
例
と
み
ら
れ
る
。
「
非
」
は
「
詩
経
」

に
も
見
え
る
植
物
名
で
、
『
爾
雅
』
に
「
非
。
笏
。
」
と
あ
り
、
『
新
撰
字
鏡
」

は
「
薄
」
で
、
い
ず
れ
も
ネ
ギ
や
ニ
ラ
の
類
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
文
字
に
は
「
草
葱
」
ほ
ど
の
広
が
り
が
な
く
、
広
く
認
め
ら

れ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
た
だ
し
字
形
相
似
に
よ
っ
て
変
化
し
た

は
ず
の
文
字
が
、
新
た
に
漢
字
音
の
同
音
に
よ
る
表
記
混
在
を
生
み
出
す

点
が
注
目
さ
れ
る
（
注
釈
部
で
再
び
述
べ
る
）
。

こ
う
し
た
五
辛
の
表
記
の
揺
れ
は
、
遠
く
離
れ
た
諸
地
域
間
で
、
植
物

に
関
す
る
知
識
が
共
有
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
書

物
と
し
て
の
経
典
と
は
異
な
り
、
生
体
の
植
物
を
異
国
に
伝
え
る
こ
と
は

難
し
い
。
ま
し
て
、
食
用
を
禁
じ
た
植
物
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
寄
せ
は
し
な

いはずだ。

し
か
し
同
時
に
、
「
漢
字
」
で
書
か
れ
た
経
典
文
字
列
に
対
し
て
、
日

本
で
は
そ
の
漢
字
音
が
必
ず
し
も
共
有
さ
れ
て
い
な
い
点
に
注
目
し
た

い
。
こ
こ
か
ら
は
経
典
文
字
を
、
音
読
前
提
の
「
漢
字
」
と
し
て
捉
え
て

第
四
、
食
五
辛
戒
な
り
。
五
辛
は
草
と
錐
も
臭
稜
親
し
み
難
く
、
賢
聖
の

避
く
る
所
な
り
。
所
以
に
之
を
制
む
。
法
蔵
師
云
く
、
今
此
五
中
に
、
大

蒜
は
家
蒜
な
り
。
有
人
の
説
く
、
韮
葱
は
是
れ
胡
葱
、
蘭
葱
は
是
れ
家
葱

な
り
。
上
の
三
つ
は
是
れ
人
間
の
常
に
食
む
と
こ
ろ
な
り
。
革
葱
は
『
爾
雅
』

に
云
く
山
葱
な
り
。
茎
細
く
葉
大
な
り
。
応
に
茗
字
と
為
す
べ
し
、
革
に

は
非
ざ
る
な
り
。
北
地
に
有
り
、
江
南
に
無
し
。

或
は
云
く
、
革
葱
は
是
れ
燕
な
り
。
葉
は
悲
に
似
て
而
も
厚
し
。
倭
に
奈

売
禰
良
と
言
ふ
。
燕
の
音
は
下
戒
の
反
。
悲
葱
は
、
韮
の
音
は
居
有
の
反
。

『
集
略
』
に
云
く
、
燕
に
似
て
長
し
。
白
色
な
り
。
「
本
草
』
に
云
く
、
韮

は
味
辛
酸
、
温
、
無
毒
な
り
。
五
臓
を
安
ん
じ
胄
熱
を
除
く
。
倭
に
多
大

美
良
と
言
ふ
。

渠
は
、
「
五
辛
経
』
中
に
云
く
苔
台
な
り
。
是
れ
倭
に
乎
治
舌
と
言
ふ
。

有
説
に
、
江
南
に
葉
の
野
蒜
に
似
て
、
根
茎
の
韮
に
似
る
あ
り
。
北
地
に

無
き
所
な
り
。
（
以
下
略
）

第
四
食
五
辛
戒
。
五
辛
錐
草
臭
稜
難
親
。
賢
聖
所
避
。
所
以
制
之
。

法
藏
師
云
。
今
此
五
中
。
大
蒜
家
蒜
也
。
有
人
説
。
韮
葱
是
胡
葱
。

（一）

蘭
葱
是
家
葱
。
上
三
是
人
問
常
食
。
革
葱
爾
雅
云
山
葱
。
菫
細
葉
大
。

（一）

（
一
）
（
一
一
）

應
爲
茗
字
。
革
者
非
也
。
北
地
有
。
江
南
無
。
或
云
。
革
葱
是
蘇
。

（

三

）

（

四

）

（

五

）

（

六

）

葉
似
悲
而
厚
。
倭
言
奈
責
禰
良
。
誹
音
下
戒
反
。
悲
葱
。
韮
音
居
有
反
。

（七）

（八）

集
略
云
。
似
蘇
而
長
。
白
色
。
本
草
云
。
韮
味
辛
酸
温
無
毒
。
安
五

（九）

臓
除
胄
熱
。
倭
言
多
大
美
良
。
渠
者
。
五
辛
經
中
云
。
苔
臺
。
是
倭

い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
疑
問
は
、
「
略
抄
』
注
釈
部
を

み
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
明
確
に
な
ろ
う
。

『
略
抄
」
注
釈
部
の
文
字
表
記

- ２５ -
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『
略
抄
』
の
注
釈
内
容
は
、
一
部
以
外
は
太
賢
『
古
迩
記
』
に
よ
る
。

そ
の
太
賢
は
法
蔵
疏
を
挙
げ
て
注
釈
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
法
蔵
の
名

の
み
見
え
て
い
る
。
他
に
義
寂
疏
か
ら
は
「
或
云
。
革
葱
是
薙
葉
似
韮
而

厚
」
、
法
銑
疏
か
ら
は
「
五
辛
經
中
芸
薑
是
」
の
み
引
用
。

先
行
注
釈
に
見
え
な
い
の
は
貢
文
字
）
集
略
』
頁
新
修
）
本
草
」
引

用
部
分
と
、
漢
音
や
倭
音
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
両
引
用
書
は
日
本
の

古
辞
書
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
ま
た
倭
音
は
「
新
撰
字
鏡
』
と
概
ね

一
致
す
る
。
古
辞
書
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。

五
辛
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
大
谷
大
学
本
は
経
本
文
同
様
に
「
革
葱
」

が
す
べ
て
「
草
葱
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め
先
述
し
た
法
蔵
疏
部
分
が
、
「
草
」

で
は
な
く
「
客
」
が
正
し
い
と
い
う
、
い
さ
さ
か
首
を
か
し
げ
る
説
明
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
同
本
に
お
い
て
「
草
」
が
誤

記
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

言
乎
治
舌
。
有
説
。
江
南
葉
似
野
蒜
。
根
菫
似
韮
。
北
地
所
無
。

※
左
は
本
稿
に
関
連
す
る
校
異

（
ご
革
ｌ
草
（
大
谷
本
）

（
二
）
燕
ｌ
詐
？
（
大
谷
本
）
、
証
（
義
寂
）

（三）悲ｌ韮（義寂）

（
四
）
厚
１
日
蔵
「
庫
」
。
大
谷
本
や
義
寂
疏
に
よ
る
。

（
五
）
燕
ｌ
排
？
（
大
谷
本
）
、
蕊
（
義
寂
）

（
六
）
悲
ｌ
非
（
大
谷
本
）

（
七
）
燕
ｌ
排
？
（
大
谷
本
）

（
八
）
温
’
日
蔵
「
提
」
、
大
谷
本
は
判
読
不
能
。
「
新
修
本
草
』
に
よ
る
。

（九）苔ｌ芸（法銑）

「
韮
葱
」
は
「
悲
」
が
全
面
的
に
用
い
ら
れ
る
。
経
本
文
に
「
非
」
と

あ
る
大
谷
大
学
本
は
、
注
釈
で
は
「
悲
」
「
非
」
が
混
在
す
る
。
こ
の
う

ち
、
両
本
が
「
悲
」
で
一
致
す
る
の
は
義
寂
疏
「
似
韮
」
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
「
悲
」
は
悲
し
む
と
い
う
意
味
の
文
字
だ
が
、
「
非
」
の
異
体
字
と

も
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ニ
ラ
類
と
の
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
。
「
悲
」

「
悲
」
「
非
」
の
漢
字
音
は
同
音
で
あ
り
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、

一
旦
は
字
形
相
似
で
変
化
し
た
文
字
が
、
日
本
に
お
い
て
新
た
に
こ
の
よ

う
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

義
寂
疏
の
部
分
に
は
、
も
う
一
つ
大
き
な
文
字
の
相
違
が
あ
る
。
そ
れ

が
「
燕
」
で
、
大
谷
大
学
本
は
「
蔀
」
の
よ
う
な
字
だ
が
、
同
一
字
の
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
義
寂
疏
の
「
莚
」
に
相
当
す
る
。
「
薪
」
は
字
書

類
に
見
い
だ
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
文
字
か
不
明
。
「
莚
」
と
は
字
形
も
そ

れ
ほ
ど
似
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
漢
字
音
が
同
音
で

あ
る
可
能
性
は
低
い
。

（旧）

法
銑
疏
の
部
分
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
「
苔
台
」
は
日
蔵
本
傍
害

う
ん
た
い

に
「
イ
芸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
芸
台
（
雲
台
）
」
が
本
来
の
表
記
。
し
か

し
日
蔵
と
大
谷
大
学
本
が
い
ず
れ
も
「
苔
台
」
で
、
単
純
な
誤
写
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
、
字
形
相
似
に
よ
る
変
化
で
あ
ろ
う
。

総
じ
て
注
釈
部
の
文
字
表
記
は
、
経
本
文
以
上
に
複
雑
化
し
て
い
る
。

日
蔵
本
と
大
谷
大
学
本
は
、
付
せ
ら
れ
た
経
本
文
の
系
統
が
異
な
る
な

ど
、
一
定
の
隔
た
り
が
存
在
す
る
。
大
谷
大
学
本
は
誤
脱
が
多
く
、
あ
ま

り
質
の
高
い
写
本
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
両

本
に
共
通
す
る
「
悲
」
「
苔
台
」
の
よ
う
な
表
記
は
、
単
純
な
誤
写
で
は
な
く
、

（脂）

あ
る
範
囲
で
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
・
こ
う
し
た
文
字
遣
い
が
、

善
珠
自
身
ま
で
遡
れ
る
か
は
さ
て
お
き
、
先
の
「
令
集
解
」
も
合
わ
せ
て
、

-２６-
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先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
略
抄
」
に
は
漢
音
と
倭
音
に
関
す
る
注
記

が
あ
る
・
こ
れ
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
経
本
文
の
文
字
に
対
応
し
て
お
り
、

文
字
と
音
の
結
合
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

（Ｆ）

倭
音
は
ナ
メ
ミ
ラ
（
燕
）
、
タ
タ
ミ
ラ
（
韮
葱
）
、
ヲ
チ
（
興
渠
）
の
三

種
が
あ
る
。
残
り
二
種
は
経
本
文
で
も
ほ
と
ん
ど
揺
れ
の
な
か
っ
た
大
蒜

（旧）

と
蘭
葱
で
、
注
釈
自
体
も
「
人
間
常
食
」
の
「
家
蒜
」
「
家
葱
」
と
極
め

て
短
い
。
注
釈
が
必
要
な
野
菜
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。

（旧）

ち
な
み
に
、
『
略
抄
』
第
十
三
軽
戒
で
は
「
伯
」
に
「
口
乎
治
」
、
「
叔
」

に
「
於
等
乎
治
」
と
倭
音
の
注
記
が
あ
り
、
第
四
軽
戒
の
み
に
音
訓
表
記

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
梵
網
経
』
の
無
数
の
固
有
名
の
中
で

は
、
極
め
て
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
漢
音
は
燕
と
韮
の
二
字
に
つ
い
て
半
切
が
記
さ
れ
る
。
こ
ち
ら

も
『
略
抄
」
第
十
九
軽
戒
に
「
這
音
古
候
反
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
の
「
蓮
」

は
「
梵
網
経
』
諸
本
で
も
「
構
」
「
構
」
「
過
」
と
表
記
が
大
き
く
揺
れ
て

い
る
箇
所
で
、
難
読
文
字
と
し
て
の
音
注
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
音
の
併
記
は
、
善
珠
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
に
も
み

え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
古
辞
書
の
一
般
的
な
手
法
だ
が
、
仏
典
注
釈
テ

キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
経
典
文
字
に
対
し
て
二
つ
の
異
言
語
を
等
し
く
配

（釦）

置
す
る
、
と
い
う
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
漢
字
」
と
漢
字

日
本
国
に
お
い
て
、
五
辛
を
文
字
の
字
形
か
ら
考
え
る
環
境
が
あ
っ
た
こ

と
は
推
測
で
き
よ
う
。

『
略
抄
』
注
釈
部
に
は
、
そ
の
認
識
の
手
法
に
関
わ
る
記
述
も
あ
る
。

最
後
に
そ
れ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

経
典
文
字
と
異
言
語
音

其
の
興
渠
は
、
有
説
に
芸
台
是
な
り
。
然
る
に
未
だ
誠
文
を
見
ず
。
有
説

に
、
江
南
に
葉
の
野
蒜
草
に
似
て
、
根
茎
の
韮
に
似
る
あ
り
。
亦
著
姥
子

と
名
づ
け
、
子
無
し
。
北
地
に
無
き
所
な
り
。
又
釈
し
て
い
は
く
、
其
の

（副）

阿
魏
は
薬
の
梵
語
な
り
。
興
渠
と
名
づ
く
。
将
に
謂
く
、
是
は
此
の
辛
臭

物
の
苗
葉
な
り
。

其
興
渠
。
有
説
芸
臺
是
也
。
然
未
見
誠
文
。
有
説
。
江
南
有
葉
似
野

蒜
草
。
根
菫
似
韮
。
亦
名
箸
姥
子
。
無
子
北
地
所
無
也
。
又
輝
其
阿

魏
藥
梵
語
。
名
興
渠
。
將
謂
是
此
辛
臭
物
之
苗
葉
。

（
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
乞

音
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
結
び
つ
い
た
形
の
先
行
諸
注
釈
に
対
し
て
、
そ
れ
ら

と
は
異
な
る
新
た
な
認
識
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

中
国
や
新
羅
の
『
梵
網
経
』
注
釈
に
も
、
経
典
文
字
と
異
言
語
音
を
結

合
さ
せ
る
よ
う
な
箇
所
は
存
在
す
る
。
法
蔵
疏
に
お
い
て
興
渠
が
「
梵
語
」

の
「
阿
魏
」
と
つ
き
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
、
法
銑
疏
で
は
こ
れ

を
「
梵
音
」
と
す
る
（
「
梵
網
戒
本
疏
日
珠
紗
』
引
用
）
。
新
羅
の
義
寂
や

勝
荘
の
注
釈
に
み
え
る
「
婆
羅
門
語
」
も
、
「
阿
魏
」
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
阿
魏
」
は
『
酉
陽
雑
俎
』
や
「
新
修
本
草
』
に
記
載
が
あ
り
、

（盟）

日
本
の
「
本
草
和
名
』
に
も
み
え
る
。
北
村
四
郎
に
よ
れ
ば
、
現
在
は
セ

リ
科
の
多
年
草
と
さ
れ
る
種
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ン
で
栽
培
さ

れ
、
生
薬
と
し
て
は
今
で
も
阿
魏
の
名
で
流
通
す
る
と
い
う
。

経
典
や
注
釈
に
お
い
て
「
梵
語
」
は
し
ば
し
ば
特
別
な
価
値
を
も
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
の
注
記
も
そ
う
し
た
意
味
で
な
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

ま
た
、
仏
教
誕
生
の
地
で
あ
る
中
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
五
辛
と
は
何
を
指
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以
上
、
五
辛
を
め
ぐ
る
「
梵
網
経
」
と
そ
の
注
釈
に
お
け
る
固
有
名
の

問
題
を
た
ど
っ
て
み
た
・
中
国
や
新
羅
の
経
典
写
本
及
び
注
釈
に
対
し
て
、

日
本
の
そ
れ
に
は
、
誤
字
と
し
か
見
え
な
い
例
が
多
数
存
在
す
る
。
し
か

し
そ
れ
ら
の
奇
妙
な
表
記
は
、
一
書
写
者
の
誤
写
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え

て
、
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
と
、
善
珠
『
略

し
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

し
か
し
『
梵
網
経
』
は
中
国
成
立
の
疑
い
が
濃
厚
な
経
典
で
、
少
な
く
と

も
梵
字
経
典
が
出
回
っ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
し
て
中
国
や
新
羅
の
諸
注
釈

に
、
興
渠
以
外
の
種
の
「
梵
語
」
は
何
も
記
載
が
な
く
、
ま
た
漢
音
の
注

記
も
一
切
な
い
。

要
す
る
に
、
「
阿
魏
」
を
挙
げ
る
諸
注
釈
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
野
菜

の
対
比
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
興
渠
は
中
国
以
外
の
地
で
生

産
さ
れ
、
薬
草
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
産
地
由
来
の
名
と
し

て
、
中
イ
ン
ド
の
名
称
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
他
国
の
注
釈
と
「
略
抄
』
を
比
較
す
る
と
、
『
略
抄
」
が
漢

音
を
異
言
語
音
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
明
確
と
な
ろ
う
。
し

か
も
、
法
蔵
疏
を
経
て
『
古
迩
記
』
に
も
記
さ
れ
る
「
阿
魏
」
を
、
「
略

抄
』
は
そ
の
部
分
の
み
省
い
て
い
る
。
善
珠
に
と
っ
て
「
阿
魏
」
の
問
題

は
、
音
注
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（鍋）

中
国
や
新
羅
の
注
釈
に
と
っ
て
必
要
の
な
い
古
辞
書
の
手
法
を
あ
え
て

持
ち
込
み
、
経
典
文
字
Ⅱ
「
漢
字
」
と
い
う
結
び
つ
き
を
切
り
離
す
。
そ

れ
は
、
「
草
葱
」
や
「
悲
」
な
ど
、
漢
字
音
を
無
視
し
た
字
形
相
似
に
よ

る
変
化
の
問
題
と
も
、
そ
の
性
質
を
一
に
し
て
い
よ
う
。

お
わ
り
に

抄
』
に
お
け
る
倭
漢
二
音
の
併
記
と
い
う
注
釈
手
法
に
は
、
経
典
文
字
と

漢
字
音
を
切
り
離
す
と
い
う
共
通
点
を
指
摘
で
き
る
。

「
梵
網
経
』
を
先
に
受
容
し
た
中
国
や
新
羅
で
は
、
経
典
文
字
Ⅱ
「
漢
字
」

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
日
本
国
に
お
い
て
漢

字
音
は
異
言
語
音
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
五
辛
も
異
国
の
植
物
と
な
る
。

経
典
文
字
と
漢
字
音
を
切
り
離
す
こ
と
で
、
五
辛
を
中
国
と
い
う
一
ロ
ー

カ
ル
な
地
域
か
ら
も
切
り
離
し
、
日
本
と
い
う
別
の
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
に

お
け
る
五
辛
を
検
討
可
能
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
で
は
、
仏
の
一
音
が
人
間
諸
言
語
を
超
越

（訓）

し
た
言
語
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
諸
言

語
（
の
国
）
に
は
、
等
し
く
仏
の
教
え
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
の
手
法
も
、
『
梵
網
経
』
写
本
の
経
典
文
字
を
、
「
漢
字
」
を
超
越

し
た
文
字
と
捉
え
る
点
で
、
「
増
明
記
』
の
議
論
を
実
践
し
た
形
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
実
践
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
五
辛
は
日
本
国
の
植
物
、
野

菜
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
菩
薩
戒
の
持
戒
も
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
中

国
や
新
羅
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
に
対
し
て
、
同
様
に
持
戒
可
能
な
日

本
国
と
い
う
地
域
を
新
た
に
発
見
す
る
営
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
（
１
）
実
際
に
持
戒
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
殺
戒
な
ど
に
お
い
て
も
、
身

分
制
度
や
家
族
形
態
な
ど
の
違
い
が
問
題
と
な
る
。
諸
注
釈
に
は
、

戒
の
適
用
除
外
事
案
や
境
界
事
案
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。

（
２
）
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
シ
ナ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
は
、
東
洋
諸
国

だ
け
で
百
品
種
を
超
え
る
。
ネ
ギ
類
に
つ
い
て
は
、
ア
サ
ッ
キ
な
ど
、

異
な
る
種
が
同
一
名
で
呼
ば
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

な
お
中
国
書
に
お
け
る
ネ
ギ
類
な
ど
の
同
定
に
つ
い
て
は
、
北
村
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四
郎
弓
斉
民
要
術
」
の
植
物
」
ヨ
本
草
綱
目
』
の
植
物
」
（
い
ず
れ

も
『
北
村
四
郎
選
集
』
二
一
九
八
五
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
本
草

書
に
つ
い
て
は
『
新
修
本
草
』
（
尚
志
鉤
校
注
安
徽
科
学
技
術
出

版
社
一
九
八
一
）
、
『
本
草
綱
目
』
上
中
下
（
劉
衡
如
、
劉
山
永
校

注
華
夏
出
版
社
二
○
○
八
第
三
版
）
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。

（
３
）
『
梵
網
経
略
抄
」
は
日
本
大
蔵
経
本
（
旧
西
明
寺
所
蔵
本
）
と
大

谷
大
学
本
（
下
巻
の
み
）
が
現
在
確
認
で
き
る
。
凝
然
『
梵
網
戒
本

疏
日
珠
紗
」
や
定
泉
『
梵
網
経
古
迩
記
補
忘
抄
』
な
ど
に
一
部
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
中
世
ま
で
は
あ
る
程
度
読
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。

（
４
）
義
寂
や
法
銑
な
ど
、
『
梵
網
経
」
の
大
半
の
注
釈
は
下
巻
の
み
に

な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
大
谷
大
学
本
に
は
「
善
注
」
、
つ
ま
り
善
珠

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
書
き
込
み
が
複
数
存
在
す
る
が
、
該
当
箇
所

の
半
数
は
法
銑
注
の
引
用
で
、
法
銑
疏
の
流
通
が
稀
で
あ
っ
た
事
情

が
窺
え
る
。

（
５
）
夏
安
居
は
『
梵
網
経
』
の
軽
戒
に
言
及
が
あ
り
、
菩
薩
戒
実
践
の

場
で
あ
っ
た
。

（
６
）
『
梵
網
経
』
諸
本
に
つ
い
て
は
近
年
、
船
山
徹
に
よ
っ
て
比
較
検

討
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
船
山
氏
の
系
統
分
類
は
、
基

本
的
に
は
版
本
大
蔵
経
に
お
け
る
目
立
っ
た
対
立
項
に
注
目
し
た
も

の
で
あ
る
。
写
本
を
含
め
た
実
際
の
諸
本
間
の
異
同
は
、
遙
か
に
混

沌
と
し
て
い
る
。

（
７
）
「
革
」
と
「
草
」
は
非
常
に
似
て
お
り
、
横
棒
一
本
の
違
い
し
か

な
い
が
、
該
当
写
本
は
す
べ
て
中
央
が
「
日
」
と
確
認
で
き
る
。
な

お
日
本
の
古
辞
書
に
革
葱
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
も
の
の
、
『
類
聚

名
義
抄
」
観
智
院
本
の
葱
の
項
に
革
と
あ
り
、
カ
ク
ノ
キ
と
訓
ま
れ

ている。

（
８
）
法
銑
『
梵
網
経
疏
」
は
四
分
冊
か
ら
な
る
注
釈
テ
キ
ス
ト
だ
が
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
残
る
上
巻
の
二
冊
は
い
ず
れ
も
日
本
の
写
本
で
、

下
巻
を
含
む
逸
文
も
、
凝
然
『
日
珠
紗
」
や
照
遠
『
述
迩
抄
」
、
そ

し
て
『
略
抄
」
と
す
べ
て
日
本
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
唐
で
は
早
期

に
失
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
残
存
写
本
や
逸
文
は
、
等
し
く
誤
脱
だ
ら

け
の
状
況
で
あ
る
。

（
９
）
『
本
草
和
名
』
は
日
本
古
典
全
集
本
、
及
び
早
稲
田
大
学
図
書
館

所
蔵
写
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

（
皿
）
『
古
迩
記
」
諸
本
は
、
経
本
文
を
一
部
の
み
記
す
大
正
蔵
の
よ
う

な
形
態
と
、
全
文
掲
載
す
る
江
戸
時
代
の
頭
注
本
な
ど
が
存
在
す
る
。

こ
の
う
ち
頭
注
本
系
統
の
経
本
文
は
、
し
ば
し
ば
注
釈
部
分
と
齪
鋸

が
生
じ
て
お
り
、
明
ら
か
な
後
補
で
あ
る
。
ま
た
『
略
抄
』
は
日
本

大
蔵
経
本
と
大
谷
大
学
本
と
も
に
経
本
文
を
全
文
掲
載
す
る
が
、
両

本
の
系
統
は
異
な
り
、
ま
た
注
釈
と
の
齪
嬬
も
存
在
す
る
。

（
Ⅱ
）
韓
国
佛
教
全
書
が
用
い
た
北
京
刻
経
処
本
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、

恐
ら
く
は
二
十
世
紀
の
民
国
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、
日
本
の
版
本
の

影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
吃
）
大
正
蔵
の
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
」
は
「
慈
葱
」
だ
が
、
対

校
本
二
本
は
い
ず
れ
も
「
韮
葱
」
。
な
お
、
三
本
す
べ
て
日
本
の
版

本
を
用
い
て
い
る
。

（
喝
）
『
新
撰
字
鏡
一
は
全
国
書
房
版
（
一
九
四
四
）
の
影
印
で
確
認
し
た
。

（
ｕ
）
『
倭
名
類
聚
抄
」
は
『
菱
注
倭
名
類
聚
抄
」
及
び
国
会
図
書
館
蔵

元
和
三
年
古
活
字
本
で
確
認
し
た
。

（
妬
）
日
蔵
に
は
「
イ
」
、
つ
ま
り
対
校
本
ら
し
き
傍
書
が
複
数
あ
る
。

大
谷
本
の
同
一
箇
所
に
注
記
は
な
く
、
「
イ
」
本
と
大
谷
本
も
一
致

し
な
い
。
日
蔵
の
底
本
で
あ
る
西
明
寺
本
の
傍
書
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
。

（
略
）
『
略
抄
」
に
は
異
体
字
ら
し
き
文
字
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
が
、
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こ
れ
ほ
ど
集
中
す
る
箇
所
は
他
に
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を
一
書
写
者

の
問
題
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。

（
Ⅳ
）
興
渠
の
倭
音
は
、
日
蔵
、
大
谷
本
と
も
に
「
乎
治
舌
」
だ
が
、
「
本

草
和
名
』
『
医
心
方
』
な
ど
諸
書
は
「
乎
知
」
。
「
舌
」
が
何
を
意
味

す
る
か
は
不
明
。

（
肥
）
蘭
葱
は
『
本
草
和
名
』
に
「
小
蒜
」
と
あ
る
な
ど
、
本
草
書
な
ど

ま
で
含
め
れ
ば
、
諸
書
が
ネ
ギ
で
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
『
梵
網
経
」
諸
注
釈
で
は
「
家
葱
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
岨
）
「
□
」
は
日
蔵
で
は
一
字
欠
字
、
大
谷
本
は
判
読
不
能
（
恐
ら
く

書
写
者
が
文
字
を
読
め
て
い
な
い
）
。
於
等
乎
治
（
お
と
を
ぢ
）
に

対
す
る
語
で
、
「
え
を
ぢ
」
と
想
定
さ
れ
る
（
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
江

乎
知
」
）
。
こ
れ
ら
は
「
六
親
」
の
範
囲
を
、
日
本
国
の
家
族
制
度
上

で
規
定
す
る
も
の
で
、
訓
読
目
的
で
は
な
い
。

（
別
）
善
珠
「
成
唯
識
論
述
記
序
釈
」
は
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
序
に

対
す
る
注
だ
が
、
こ
の
序
で
は
、
華
梵
の
二
言
語
間
に
お
け
る
翻
訳

に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
二
成
唯
識
論
」
は
玄
笑
と
基
に
よ
っ
て

翻
訳
さ
れ
た
）
。
従
っ
て
『
序
釈
』
の
併
記
も
、
経
典
文
字
と
諸
言

語
の
問
題
に
絡
む
も
の
と
い
え
る
。

（
別
）
国
訳
一
切
経
（
大
野
法
道
校
注
）
で
は
「
阿
魏
薬
は
梵
語
に
興
渠

と
名
づ
く
」
と
訓
読
す
る
が
、
内
容
に
合
わ
な
い
。

（
〃
）
北
村
四
郎
二
酉
陽
雑
俎
』
の
植
物
記
事
」
会
北
村
四
郎
選
集
」

二
一
九
八
五
初
出
一
九
六
二
）
な
ど
。

（
路
）
新
羅
に
は
新
羅
の
言
語
が
あ
り
、
漢
字
音
を
異
言
語
音
と
し
て
認

識
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
義
寂
や
太
賢
の
注
釈
に
朝
鮮
語
は

見
ら
れ
な
い
。
玄
葵
三
蔵
の
訳
経
事
業
に
参
加
す
る
な
ど
、
新
羅
僧

は
唐
と
往
来
可
能
な
関
係
で
あ
り
、
日
本
国
の
僧
と
は
世
界
観
が
異

なるか。

日
本
大
蔵
経
本
（
西
明
寺
本
）
『
梵
網
経
略
抄
」
菫
日
本
大
蔵
経
（
増
補

改
訂
崖
三
四
大
乗
律
章
疏
一

大
谷
大
学
本
『
梵
網
経
略
抄
等
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
写
本

太
賢
『
梵
網
経
古
迩
記
』
大
正
蔵
四
○
・
一
八
一
五
、
北
京
刻
経
処
刊
本

（『韓国佛教全書」）

義
寂
『
菩
薩
戒
本
疏
」
巻
下
心
大
正
蔵
四
○
・
一
八
一
四

凝
然
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
紗
篶
大
正
蔵
六
二
・
二
二
四
七

法
蔵
『
梵
網
菩
薩
戒
本
疏
』
大
正
蔵
四
○
・
一
八
一
三

（
以
降
は
『
梵
網
経
」
諸
本
）

大
正
新
脩
大
蔵
経
本
美
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
二
四
・
一
四
八
四

房
山
石
経
・
陪
唐
期
石
刻
書
房
山
石
経
」
第
二
冊
（
華
夏
出
版
社
）

房
山
石
経
・
遼
金
期
石
刻
曽
房
山
石
経
」
第
十
四
冊
（
同
）

房
山
石
経
・
遼
金
期
石
刻
別
刻
薑
房
山
石
経
」
第
十
四
冊
（
同
）

金
蔵
広
勝
寺
本
薑
中
華
大
蔵
経
」
底
本
（
中
華
書
局
）

思
渓
資
福
蔵
率
※
中
華
大
蔵
経
の
校
異
（
大
正
蔵
「
未
」
本
）

※
本
稿
に
用
い
た
諸
本
に
つ
い
て

『
梵
網
経
略
抄
』
及
び
『
梵
網
経
』
校
合
本
は
次
の
通
り
。
な
お
こ
れ

ら
の
諸
本
校
合
は
、
仏
典
注
釈
を
読
む
会
に
お
け
る
『
梵
網
経
略
抄
」

輪
読
の
成
果
を
用
い
て
い
る
。

（
別
）
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
」
に
お
け
る
、
仏
の
一
音
と
諸
国
諸
言

語
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
部
「
仏
典
注
釈
を
継
ぐ
と
は
何
か
ｌ
善

珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
に
至
る
注
釈
活
動
を
考
え
る
」
含
古
代
文

学
」
五
一
二
○
一
二
）
、
同
「
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
の
「
外

道
老
荘
」
ｌ
注
釈
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
歴
史
認
識
」
亀
佛
教
大
学
歴

史
学
部
論
集
」
二
二
○
一
二
）
な
ど
に
述
べ
た
。
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宋
磧
砂
蔵
芸
影
印
宋
磧
砂
蔵
経
』
第
二
百
五
冊
（
上
海
影
印
宋
版
蔵
経
会
）

普
寧
蔵
罪
※
中
華
大
蔵
経
の
校
異
（
大
正
蔵
「
元
」
本
）

永
楽
南
蔵
恥
※
中
華
大
蔵
経
の
校
異

永
楽
北
蔵
書
永
楽
北
蔵
」
第
七
十
六
冊
（
銭
装
書
局
）

径
山
蔵
“
※
中
華
大
蔵
経
の
校
異
（
大
正
蔵
「
明
」
と
さ
れ
る
が
…
）

乾
隆
蔵
薑
乾
隆
大
蔵
経
』
第
七
十
六
冊
（
中
国
書
店
）

高
麗
蔵
再
離
本
昔
向
麗
大
蔵
経
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

彦
吾
亜
二
言
目
目
、
豆

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
本
卵
大
正
蔵
「
宮
」
本

東
京
国
立
博
物
館
蔵
旧
法
隆
寺
本
華
国
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
公
開
画
像

国
会
図
書
館
蔵
巻
子
本
率
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

北
京
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
写
本
国
皀
Ｓ
ご
Ｌ
含
全
．
霊
田
）
菫
国
家
図
書

館
蔵
敦
煙
遺
書
』
四
（
北
京
図
書
館
出
版
社
）

同
国
ｇ
ご
目
ｌ
ｍ
ｐ
お
・
霊
監
）
書
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
遺
書
」
二
七
（
同
）

同
国
ｇ
白
易
合
金
・
霊
誤
）
急
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
遺
書
』
二
（
同
）

同
国
ｇ
念
臼
’
四
口
金
・
忠
誤
）
善
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
遺
書
』
六
二
（
同
）

同
国
ロ
ｏ
弓
沼
口
金
・
雪
呂
）
善
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
遺
書
」
三
七
（
同
）

同
国
ｇ
圏
認
」
口
金
．
雪
屍
）
菫
国
家
図
書
館
蔵
敦
煙
遺
書
」
三
二
（
同
）

中
村
不
折
旧
蔵
本
菫
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵
中
村
不
折
旧
蔵
禺
域

智
顎
『
菩
薩
戒
義
疏
号
大
正
蔵
四
○
・
一
八
三

明
曠
『
天
台
菩
薩
戒
疏
箒
大
正
蔵
四
○
・
一
八
一
二

勝
荘
『
梵
網
経
述
記
箒
続
蔵
三
八
・
六
八
六

道
世
『
法
苑
珠
林
』
大
正
蔵
五
三
・
二
一
二
二

元
照
撰
・
道
詞
集
『
芝
苑
遺
編
箒
続
蔵
五
九
・
二
○
四

令
集
解
（
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
広
橋
本
）
薑
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

貴
重
典
籍
叢
書
歴
史
編
二
』

中
村
不
折
旧
蔵
本
菫
台
東
区
立
毒

墨
書
集
成
」
巻
上
（
二
玄
社
）

令
集
解
（
国
会
図
書
館
本
・
同
傍
書
盲
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

令
集
解
（
鷹
司
家
本
宵
明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
『
令
集
解
」
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
（
原
書
未
確
認
）
。

壷与姜冨昌●医の。・ョ呂冨。宕丁ョの弄○目弓亘１国。”言鴨言冒一

令
集
解
（
石
川
介
版
本
旨
同
右

令
集
解
（
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
音
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

彦号廷君言ミン言う冒周合・胃岩弄ｏ厨易異二目奥．言三

令
義
解
（
参
考
）
亀
令
集
解
」
各
本
に
よ
っ
た
。
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